
春團治師匠には豊泉家グループで、娯楽やエンターテイメントを統括しているCEO（チーフエンターテインメントオフィサー）を務めてもらってい
ます。豊泉家グループで高齢者の方々に笑いを届けたり、お弟子さんを派遣していただいたりと、豊泉家の笑いの部分をプロデュースしていた
だいていますね。今日は師匠には認知症ケアの観点とともに、「豊泉家×笑い」を主なテーマとした視点からもお話をお伺い出来ればと思ってい
ますので、よろしくお願いします。

こちらこそ、よろしくお願いします。

私ども豊泉家グループでは、R&D＜研究・開発＞発表会を行なっていまして、今年で16回目となりました。私はその第１回から、認知症ケアに
ついての研究をしてきました。それを一冊の本にまとめたのが、この「認知症イノベーション 一人ひとりの“パラダイス”を創造するケアメソッド」
です。豊泉家をご利用いただいている方は、皆さん楽しそうだと仰っていただけています。そのために我々がどうしているか、認知症の方のケア
に対する考え方をまとめたものなんです。

ほう、そうなんですか。興味深いですね。

私は2003年から、認知症をテーマに研究を続けてきました。今回、書籍にまとめようと思った理由は、認知
症に関する本は世の中に、すごく沢山あるんです。それなのに、実態に応じた入居者の支援であったり、変
化などに言及したものが少ない。そこで現場実践を通じて研究し、そこに行き着いたんです。そのことを、世
の中に伝えていきたい。認知症になられると今まで築いてきたものが失われたり、それまでの自分たちのラ
イフスタイルが一変してしまったりします。認知症はそうやっていとも簡単に、自分自身をなくしてしまうリス
クがあるんです。これからの日本では、高齢者の５人に1人が認知症になると言われており、いつ、誰がなっ
てもおかしくありません。なので、そうなった時にいかに幸せな環境を創れるか、いかに自由に生活ができ
るかを追求して、一冊の本にまとめました。

僕にとって認知症は身近な話でして、自分の年齢からもそうですし、それに以前テレビ番組で、噺家は認知症になりにくいとやっているのを観ま
した。これは失礼ですが、その番組で学者かどっかの先生が、学校の先生は認知症になる確率が高いと言っていたんです。それはなんでかとい
うと、学校の先生がされる講義の内容は毎年決まっている。そやけど噺家はお客さんが毎日、替わる。その都度、お客様の反応が気になって、
ボケてられへん。だけど、噺家は認知症になりにくいというのは、ちょっと違っていましたな。大変なご恩をいただき、人間国宝にもなられた桂米
朝師匠が、晩年は認知症になっておられましたから。

そうだったのですか。

最近は、ときどき嫁はんに「ボケたん違う？」って、からかわれるんです（笑）。自分でもたまに「オ
レ、ホンマにボケてんのか？」となることもありますけど、でも「違う、これは元来のオレのクセや」と
思い直したりするんですけどね。でも不安であることは、確かです。いつ、豊泉家の皆さんのお世話
にならないといけないか、わからないですからね。そういう意味では、残念で悔しいんですけど、不
安が付きまとうことは事実ですね。

今回出版します「認知症イノベーション 一人ひとりの“パラダイス”を創造するケアメソッド」は、豊泉家として新しい認知症ケアの考え方を世に
出していく本になっています。この本の一番のポイントは、自分たちが信じてやってきたケアが、実は間違っていた。それを受け止めることから、
始まっています。そうするのは、専門職として相当な勇気が必要なことでした。でも、これは真面目で純粋だからこそ、出来たのではないかと
思っています。自分たちのケアと、入居者の笑顔とがマッチしていない。そう感じたことをきっかけに、自分たちを疑ったんです。

なるほど、それは素晴らしいですな。

入居者の方に課題があるのではなく、自分たちのケアに問題がある。そう思ったことが起点なんです。私たち豊泉家ではケアワーカーのことを、
フェローと呼称していまして、手前味噌ですが純粋な人間が多いんです。そういう意味では豊泉家のフェローだからこそ、自分たちを疑うことを
出発点に出来たのかもしれません。
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忘れる、できなくなるのはダメなことではなく、
人間が人生をまっとうしているプロセスのひとつ

認知症になった方が、いかに自由に生活ができるかを追求して、
一冊の本にまとめました。（阿久根）
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お客様に喜んでいただくことが第一。
それは噺家もフェローの方も同じです。（春團治師匠）

認知症は不思議なことに、新しい記憶から失われていくんです。自分の年齢は忘れても、生まれた年は忘れないとか。女性の方は結婚して名前が
変わっても、旧姓は覚えていることもあります。新しい記憶から失っていって、古い記憶が残ることが一般的ですね。

お世話をする人も、喜びを感じておられると思うんです。たとえば、晩年の米朝師匠は噺家の名前も、自分の息子さんが新しく襲名された名前も
はっきりしなくなっていました。だけどその時に僕の顔を見て、「おいスケ、来てたんか。」と仰られたんです。僕の以前の名前は春之助（1968～93
年。93～2018年は春之輔）で、通称がスケなんですよ。「おいスケ、来てたんか。」と師匠に言ってもらえて、どれだけ嬉しかったか。お世話してい
る方々は、ぜひともこんなところに喜びを見出していただきたい。そう、願います。

本当に、そうです。私たち豊泉家のフェローたちは、時には俳優業みたいなところがあるんです。それはなにかというと、認知症の方のなかには、ご
自身の世界で生きておられる方がいるんですよ。たとえば今日は2020年の８月と言ってもわかっておらず、昭和50年を生きておられる方や、昭和30
年代に戻っておられる方もいます。

そうなんですか。

ある程度のヒントを与えて、今日は2020年だったと思い出してくれたらいいんですけど、思い出せない方には、私たちがその方の世界に入っていか
ないといけないんです。認知症になったある方の世界では、ご自分は今でも現役当時の飲食業のオーナーなんです。その方にとって私たちフェロー
は、ひとりは自分が可愛がっている部下で、もうひとりはデキの悪い部下。さらにもうひとりは、お得意さんに見えているようで、それぞれに対して話
し方が違うんです。我々はそれを見極めて、自分が部下であれば、部下を演じながらケアをしていく。今は現場で、こんなことをやっているんです。

それは、誠にありがたいことですね。ケアワーカー、豊泉家ではフェローとされる方々のお仕事は、大変なことやと思います。僕は介護士になりたい
と思われた時点で、敬意を表します。自分の親や兄弟の面倒を見るのも大変やのに、それを仕事とはいえ、他人のお世話をされる。僕はホンマに、
敬意を表します。

やっぱり、嫌々は出来ません。好きだからこそ、出来るんですよ。とはいえ、認知症になった方をケアするのは、真面目に受け止めすぎてもしんどく
なってしまいます。上手く肩の力を抜きながら、目の前で起こっていることを、どう受け止めていくか。熱心にケアをされているご家族もいらっしゃ
いますが、力を入れすぎるとお世話する側も、される側も疲れ切るんです。いかに目の前にあることを受け止め、そこから状況をどう展開していく
か。そうするとお互いが楽に、気持ちも豊かに生活ができるんですよね。

それは、我々の心得と同じなんですよ。つまり、お客様の表情が大事である。お客様に喜んでいただくことが第一。いくらオレは名人や、上手やと
言っても響かないんです。そういう点では、共通項やと思います。噺家もフェローの方も、相手の反応が気になるというところで。

仰る通りです。私たちは相手の世界観に合わせてケアをするのですが、まさに師匠が仰ったように相手の反応や表情、目を見ながら、これは喜ん
でいるな、これは嫌がっているなということを瞬時に見て、その方に合ったケアを組み立てていくんです。シナリオがない状態で演じながら、相手
の世界観を見ながらやっていくのが、認知症に携わるケアワーカーの仕事。テクニックは必要ですが、やりがいがあるんです。

これは話を合わせるようですが、僕は落語は情やと思っているんです。人情の情ね。そこには互いに、共通項がありますよね。僕らの世界には、
「芸は人なり」という言葉があります。ウチの師匠もかねがね、「落語は人間性や。」と言っていました。東京の先人で、大変お偉い噺家の方も「了
見の悪いヤツは、噺家になってはいけない。そんなのが落語をやると、芸も汚い。」と言っていました。こんなことを改めて言うのは恥ずかしいこと
かもしれませんけど、やっぱり芸事にも仕事にも、真心を込めるのが大事やと思います。

まさに師匠が仰るように、私たちはサービスの質は、フェローの質だと思っています。いくらライセンスがあっても、そこに心がなければ、絶対に良
いケアは出来ません。心のある人間がトレーニングをしていってこそ、良いケアが出来るんです。偉大な師匠に向かって失礼ですが、本当に我 と々
通じるものがあると思います。

ホンマですね。今初めて、気が付きました。共通項は、真心ですね。

そうですね。でもプロって、そこなのかもしれません。

それが商売だからと言って終わらせるのではなく、僕らで言えば落語に対しては、真心を込めて噺をする姿勢を崩さない。それを今さらながら、自
分に言い聞かせています。

やっぱり、噺家も落語が好きじゃないとダメですし、それを通じて相手を喜ばそうという思いですよね。介護も、介護が好きで、認知症を持たれて
いる方を大事に思わないとダメなんです。落語と同じで相手を幸せにしたいというところに、相通ずるものがあるんだなと思います。
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忘れる、できなくなるのはダメなことではなく、
人間が人生をまっとうしているプロセスのひとつ。（阿久根）

今日のお話のなかで僕が嬉しく思ったのは、徘徊する人に対して妙な指導をしたり、否定をしないということ。歩いている人を否定しないのは、
誠に結構なことです。

眉間にシワを寄せて険しい顔で歩いていたり、明らかに身体や生命に支障があるようであれば、止める様にしています。

もちろん、もちろん。

しかし、ニコニコして歩いておられたら、どうやったら歩き続けてもらえるかを支援することも、認知症ケアの重要なポイントだと思うんです。
でも専門職は、徘徊行動は問題だから止めないといけない。そういうところから、入っていくんです。

あー、なるほど。

ご自身には意味があって歩いているのに、止められたら否定の連続になる。それが、ストレスになってしまうんですよね。

歩いているのを止めようとする人は、相手方の気持ちには立っていない。ただ自分の心でそうしているから、止めたりするんでしょうね。己の形
が大事で、己の気持ちで動いている。

そうなんですよ。悪意があって止めているならまだしも、止めている側の介護士たちは、良かれと思って止めている。徘徊は止めてあげないとい
けない、これは苦痛だと思い込んで止めてしまう。実はそうではない人も多くいる。そういったことを、この本のなかで表したつもりです。

それは、誠に結構なことです。とにかく、世話をする側の人の我が立ってはいけない。

ケアは、相手があって成り立っていくんです。

そうですね。繰り返しになりますが我々、噺家もお客様があってこそ。お客様が笑ってくれるかが、大事なことなんです。

我々も、お客様の笑顔があるから、ケアが成立します。まさにそれは、噺家さんとも共通すると思います。師匠は今後も、高齢者の方へ笑いを届
けたい思いはありますか。

それは、もちろんですよ。僕は直接、お年寄りの介護ができるわけではありません。中途半端に参加したら、ややこしいだけやと思うんですよ。
僕はお年寄りの方に笑いを届けると同時に、今後もフェローの方 と々お付き合いをして、なにかプラスになることを見出せたらいいなと思います。

今日は師匠から「否定しない」、「ボケるのは怖いことではない」といった重要なキーワードをいただきました。

そういったことを豊泉家の皆さんから、我々年寄りに言い聞かせてほしいね。

ボケるのは怖いことではありませんし、忘れる、出来なくなるのは、決してダメなことではなく、人間が人生をまっとうしているプロセスのひとつ。
そういう捉え方もできると思います。すべてを肯定することから、始まっていくんじゃないかと思いますね。

言葉では簡単に言いますけど、人様の世話をするということは、大変だと思いますわ。甘ったるい言葉になるかもしれませんが、フェローの方々
は自分のしていることに誇りを持って、生き甲斐として取り組んでもらいたいと、勝手ながら願います。

一生懸命にケアをしても、苦しんでいる介護スタッフの方、在宅で介護されているご家族の方がいらっしゃいます。そういった認知症の方をサ
ポートされている方々が、この本を通じて「完璧じゃなくて、いいんだ。ちょっと力を抜いて、やってもいいんだな」などということに、気付いてもら
えたらと思っています。認知症の方のそばにいて、特に真面目に、真摯に向き合っていらっしゃる方々にこの本を読んでいただけたら、なにかを
感じ取っていただけるんじゃないかなと思っています。

僕から言えるのは、フェローの方々の情愛にひたすら感謝すると、それしかありませんね。本当に、ありがたいことと思います。僕も今日のお話の
なかで認識したこと ですが、真心というフェローの皆さんとの共通項をこれからも大事にしたいと思います。
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認知症であっても、心豊かに暮らせる環境を届けたい。（阿久根）
師匠には豊泉家で落語を披露していただいたり、お弟子さんを呼んでいただいたりしています。

僕は若い弟子たちに、認知症の方々の前で落語をやらせてもらうのは、大変な勉強になることやと言うてます。微かな反応でもあったら、それ
を噺家としての喜びとしなければならない。普段の寄席やお客様の雰囲気とは違うわけですが、そこで一生懸命お噺をさせてもらえるのは、と
てもいい勉強の機会ですよ。

私も豊泉家で噺家さんがあの手、この手で一生懸命にお噺をされている姿を拝見しています。お弟子さんたちは帰って来られた際に、どんな感
想を話されていますか。

普段の寄席などとは違うお客様の前で噺をやっても、どうしようもないわと言うような連中がいたとしたら、そんな者には行く必要がないと言う
てます。上から目線というか、ずいぶんと無礼な心得で行くなら、そんな噺家は豊泉家に伺わせていただく資格はない。どんなお客様にも、たと
え少しでも、喜んでいただきたいと思う。それが、芸人の心得。そのことは、常に指導しています。

認知症を有する方でも、笑っている姿はやっぱり印象的なんです。そういう姿を見ると、笑いは本能というか、その人らしさなのかなと思います。

ホームのフェローの皆さんからは、「反応はわからないかもしれませんけど、とても喜んで、楽しんでおられる。」とお聞きしています。反応は微
かだったとしても、喜んでいただくため、一生懸命に芸を披露するのが我々、噺家の本分です。

どういう反応が返ってくるかわからない方々の前で、お噺をやっていただくのは、噺家さんにとって高度なトレーニングにもなりそうですね。

トレーニングですし、お年寄りにとっても……、これはおかしいな。オマエも、お年寄りやないかいって（笑）。
噺を聞いていただいた方が、少しでも喜んでおられるのでしたら、それはなによりです。

噺家さんにとっても、ご入居者にとっても、いい関係なんですね。

それと我々年寄りに、豊泉家の皆さんから言ってほしいのは、「ボケることを、怖がらないでいい」ということ。周りに迷惑をかけるけど、本人は
それを知らないわけですから。本人にとっては、幸せな状態かもしれませんしね。ボケないための様々な努力はするべきやけど、ボケること自体
はそないに怖がることはないでと。そういう言葉で、ご本人やご家族など、認知症に悩む方々を慰めていただきたいなと思いますね。

ある意味、忘れられるのは人生において、素晴らしいことかもしれません。人生で起こったことをすべて覚えていたら、頭がおかしくなるでしょ
うからね。忘れゆく記憶であったり、出来ていたことが出来なくなっていく恐怖心は、計り知れないものがあると思いますが我々としてはそう
いった方々をしっかりサポートしていきながら、認知症であっても心豊かに暮らせる環境を届けたいと思っています。
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健康のために歩き、歩きながら噺の稽古をしています。（春團治師匠）

師匠はご自身の健康に関して、普段からどんなことに気を付けておられるのですか。

僕が日々気をつけていることは、歩くこと。タクシーの料金を節約するために、歩くんです
（笑）。タクシーに乗ったとしても、降りる時は料金メーターが上がりそうになったら、目的
地のひとつか、ふたつ手前の信号で止めてもらって、そこから歩くとか。
そういうことを、心掛けていますね。

タクシー代の節約より、もちろん、健康のためですよね（笑）。師匠は万歩計を付けておられ
ますが、１日何歩くらい歩かれるのですか。

最低5000歩は、歩くようにしています。たとえば今日は3000歩だったら、明日は7000歩は歩
く。ただし、１日に5000歩以上歩いたとしても、越えた分は次の日に持ち越さない。そう心
掛けて歩いているのと、それから桜塚でお世話になっていますけど……。

プリベンティブ・スタジオ、通称プリスタですね。豊中市桜塚の豊泉家新予防センター２階に、アクティブシニアのための、予防をテーマとした参
加型エンターテインメントスタジオ「プリベンティブ・スタジオ豊泉家 桜塚」がありまして、師匠にもこちらで行なっている健康プログラムにご参
加いただいています。

そんなに極端に効果があったわけやないんですけど、少しずつ効果が出てくる。長年、月に２回整体を頼んでいる先生がおられるんですが、そ
の方が「最近、筋肉が変わってきましたね。」とか、褒めてくれるんです。歩くこと以外にやっているのはプリスタしかないので、その効果であろ
うと。そんなに大きく数字には出ませんけども、それは嬉しいことやと思っています。

歩行も単に歩くだけじゃなくて、意識的に歩くことが大事なんですよ。

そういうことですな。

また、なにかとあわせて歩行するということが良いんです。今回の「認知症イノベーション 一人ひとりの“パラダイス”を創造するケアメソッド」に
も書きましたが、ハーバード大学のジョン・レイティ博士という方がおられまして、日本に来られた際に私もお会いしました。レイティ博士曰くは、
運動するのは脳にすごく刺激を与える。それともうひとつ言われているのは、屋内ではなく屋外で運動するのが良いと。なにもないところで
ウォーキングするよりも、外を歩いて景色が変わっていくのは、良い効果があると仰っています。

なるほどね。僕もプリスタに行く時は、ちょっと距離がありますが、阪急電車の岡町の駅から歩くんですよ。なぜかというと、岡町というところは
僕にとってとても懐かしいところで、小中高とこのあたりの学校に通っていて、商店街も馴染みがある。それもあって極力、歩くようにしていま
す。馴染みのある道や、思い出のあるところを歩くのは楽しいんですよ。それと僕はね、歩きながら落語の稽古をするんです。これは仲間内でも
言いますけど、歩くということはリズムを伴います。歩きながら稽古すると、自分の噺が上手になったような気になるんですよ。

なるほど。歩調に合わせて、噺も丿ッてくるんですね。

そういうことですな。噺にリズムがつけられるということです。これはなにも考えんと歩いている方 と々比べたら、得なところやと思います。

そうですね。我々は歩きながら噺の練習をすることは、ありませんからね。

僕らの世代になると、耳にイヤフォンかなんかを付けてというわけにもいかないと思いますしね。これは我々、噺家の特典でしょう。

落語が常に頭のなかにあって、どこでも噺のトレーニングをされるのですね。

そない言うとエラい勉強家のようですが（笑）、歩く時にはいいですね。我々は「ネタを繰る」と言うんですけど。
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今を否定するのではなく、認知症の方が昔話をされたら、
ぜひとも共鳴していただきたい。（春團治師匠）

先ほど１日に5000歩ほど歩かれるという話がありましたが、実はこの本のなかでも、歩くことについて紹介している部分があります。
認知症をお持ちの方が、ホーム内を１日に４万歩も歩かれたんです。

それは、スゴすぎますね。ゴルフをしても、せいぜい２万歩足らずでしょう。それを考えると、ホンマにスゴいです。

ゴルフだと半日くらいの時間ですけど、本でご紹介させていただいた方は１日中歩かれますから。だけど認知症による徘徊は、一般的な老人
ホームや病院では問題行動とされるんです。

ほほう、その扱いになるんですね。

でも私たちはお顔を見て、楽しそうに徘徊されていたら、それは問題行動と捉えないんですよ。

そういう風に対応してもらえたら、ご本人も嬉しいでしょうね。

問題行動とされたら、止められてしまいます。だけど止められた側としては、楽しく歩いていたのに止められた。それがストレスになって、認知症
が悪化していくんです。豊泉家のメソッドは、徘徊しても顔を見て楽しそうだったら止めない。逆に４万歩歩ける様に食事量を増やしたり、栄養
価を高くする等、歩くための支援を行なっています。

なによりもの心遣いですね。「ボケたんかい」などと、とにかく否定せんといてほしいですな。

この本のなかでは、「否定をしない」もキーワードの1つになっています。認知症をお持ちの方に対しては、いかに否定しないかは大事なポイント
なんです。

歩き回っている人などの面倒を、どう見てあげるかということですね。また米朝師匠の話になりますけど、ある時、「師匠、ありがとうございまし
た。」と言ったら、師匠は「なにがや。」と。「夕べは、ご馳走になりました。ありがとうございました。」と言ったら、「誰が、ご馳走したんや？」と
仰ったんです。それでも、昔の話や昔の芸人の話をしたら、事細かにお話をしてくださる。だから接する側も、そこのところを、ちゃんと見極めて
ほしいですね。今を否定するのではなく、その方が昔話をされた、好きな昔の歌を歌われたとか。そういう場面に接している際は、ぜひとも共鳴
していただきたい。
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ありがたいことに、師匠からは豊泉家のフェローに対して、よくお褒めの言葉をいただきます。

フェローの方 と々接して、会話をしていると、心が洗われる気がするんです。豊泉家でフェローの皆さんに会うと、清濁併せ呑むと言いますが、そのな
かで清流だけを飲むという、そんな気がして新鮮なんですね。フェローの皆さんと会うのが、とても心地よいんです。

師匠からご覧になられて、豊泉家のフェローはいかがですか。

1つのことに地道に、一生懸命に取り組んでおられる。それを、身近に感じています。ただ困るのは、皆さん真面目すぎて、冗談が通じないんですよ
（笑）。僕は冗談で言うてるのに、真面目にお聞きになられる。でも、そういう人でないといけないんでしょうな。チャラチャラした人間には、務まる仕
事ではないでしょうから。地道な努力をされている方にしか、出来ない仕事でしょう。逆に言えば、そこが私の苦労するところというか（苦笑）。
といっても、皆さん陰気なわけではないんです。汚れを知らないというか、清い人たちばっかりやからね。そういう人たちにとって、冗談は必要やない
んでしょう（笑）。

師匠、心のなかでは、ちゃんと笑っていますよ（笑）。

僕の話をしっかり聞いてくれているのは、わかっています（笑）。他のことを考えていたり、居眠りするとか。そんなことはないですからね。

そういう意味では手前味噌ですが、私どものフェローは、純粋な人間が多いのかもしれません。

そうでしょうな。それと言えるのは、笑いっちゅうのはやっぱり、ドロドロした世界にこそ必要。それは古今東西に共通して、言えることかもしれんので
すよ。笑いの形のひとつとして、体制や権力に刃向かって、それを笑いに転じさせるというやり方があります。

風刺的な笑いも、笑いの形ですよね。

だけど豊泉家のフェローの皆さんに、それは必要でないんですよね。僕は豊泉家に異質なものが紛れ込んでいると、自分で思っています（笑）。
僕はそのフェローさんの雰囲気が嫌いではないので、皆さんと接することは大変嬉しいことなんです。
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